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新たな出会いの季節。新入生を迎え、新年度が始まりました。昨年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止

のために、子どもたちの日々の体調管理や学校における感染症対策にご理解とご協力を賜り、ありがとうございまし

た。 

３年前の今頃は、全国一斉休校の最中におりましたが、最近は、音楽コンサートやサッカー、野球などのスポーツ

観戦の収容人数の制限緩和や全国旅行支援によって観光の需要が高まるなど、コロナ禍前の日常に戻りつつありま

す。学校においても、社会の状況に応じながら、引き続き、子どもたちにとって、望ましい教育活動を進めてまいり

ます。 

今年度も、自己肯定感を育み、子どもたちが心新たに目標に向かっていけるように教育を進め、子どもたちが「こ

んなことができるようになった」と実感し、保護者の皆様と一緒に成長を喜べるような１年となることを心より願っ

ております。 

【今年度の目標】 について 

夢や希望をふくらませているこの時期に、1年の目標について話し合ってみましょう。 

目標は小さなことから始めても構わないと思います。小さな目標を達成することの積み 

重ねが、自己肯定感を育み、やがては大きな成果へとつながります。 

【生活習慣や学習習慣】 について 

栄養バランスのとれた食事、早寝早起き、家庭学習の習慣、テレビや動画の視聴、ゲームやスマートフォンの

適切な使い方など、お子さんが規則正しい生活習慣や学習習慣について、前向きに考えられるよう、サポートし

ていただければと思います。 

ぜひ、お子さんと1日の生活を見直し、より充実した生活が送れるようアドバイスをお願いします。 

新しい先生や新しい仲間との出会い。希望や期待に胸をふくらませた子どもたちにとって、 

学校が安心できるあたたかな居場所となるよう、一人ひとりを大切にした教育を進めてまい 

ります。また、子どもたち一人ひとりが主役となり、互いに助け合い、認め合う場面を積極 

的につくることによって、自分の存在の尊さを感じるとともに、自己肯定感を育む教育活動 

を展開してまいります。 

近年、知識・情報・技術など、子どもたちを取り巻く環境が加速度的に変化しており、 

子どもたちは、私たち大人がかつて経験したことのない環境の中で生きていくことになり 

ます。変化の予測が難しい未来を切り拓き、力強く生きていくために、学ぶ意義を実感し、 

学んでいることと自己の将来へのつながりを意識しながら、主体的に学ぶことができるよう、 

様々な教育活動を進めてまいります。 

               相模原市教育委員会 教育長 渡邉 志寿代 


